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【はじめに】

豚赤痢はグラム陰性らせん形細菌 Brachyspira 

hyodysentriae（Bh）による届出伝染病である．出血性

下痢や偽膜様の粘液を含む下痢を呈し，飼料効率・

増体率の低下をもたらす．本県では1964 年に米国か

ら Bh 保菌豚を導入したことにより，県内全域に蔓延

し，ピーク時には年間数千頭の発生が確認された（図

1）． 

【目的と背景】 

近年の全国調査から，豚赤痢が国内に広く浸潤

し，一部の株では従来感受性が高いとされていた抗

菌剤に耐性化していることが報告された．北米では豚

赤痢治療薬カルバドックスの使用禁止による再流行

が確認され，欧州では遺伝学的に近縁な株の流行が

報告されている．また，豚赤痢を疑う病性鑑定で，夾

雑菌の発育により Bh の分離困難な事例が散見され

た．今回，疫学調査および分離方法の検討を実施し

たため，成績を報告する（図 2）． 

 

 

図 1  豚赤痢 

図 2 現状の課題 

 

【材料と方法】 

 ①浸潤状況調査：採材期間は平成 30 年 5 月～平

成 31 年 1 月とし，県内 31 戸 320 頭の豚糞便を用い

て，Nested PCR 法により Bh 陽性率を調べた．また，

糞便の暗視野鏡検法でスピロヘータ様菌が確認さ

れた検体については，BJ 培地による菌分離を実施し

た（図 3）． 

②薬剤感受性試験：①の 7 農場由来 14 株を用い

た．寒天平板希釈法により豚赤痢治療薬 4 薬剤（タ

イロシン，リンコマイシン，チアムリン，バルネムリン）

について最小発育阻止濃度（MIC）を測定し，全国

調査および過去の県内調査と比較した（図 4）． 

③分離株の解析：①の 7 農場由来 7 株を用いた．分

子疫学的解析としてパルスフィールドゲル電気泳動

法（PFGE）にて農場間の株の相同性を比較し，

Multilocus Sequence Typing（MLST）を実施した．ま

た，近年チアムリンやバルネムリン等のプロウムチリ

ン系薬剤耐性との関連が強いと報告されている tvaA

遺伝子の塩基配列解析を実施した（図 5）． 

④ 分離方法の検討：Bh の運動性・溶血性を利用し

たスライス法について検証した．材料は Bh PCR 陽

性糞便 27 検体とし，添加する抗菌剤の量を 1/4 にし

た 1/4BJ 培地を用い，2 つの方法（直接塗抹法とスラ

イス法）を比較した．（図 6）． 

 



 

図 3 浸潤状況調査：材料と方法 

 

 

図 4 薬剤感受性試験：材料と方法 

 

 

図 5 分離株の解析：材料と方法 

 

 

図 6 分離方法の検討：材料と方法 

 

【結果】 

①31 農場中 13 農場で陽性個体が確認され，農場陽

性率は 42%だった．発育ステージ別では，種豚以外

の全ステージで陽性個体が確認され，特に肥育豚で

陽性率が高い傾向がみられた．地域別には北部地

域の中～大規模農場で陽性率が高い傾向がみられ

た（図 7）． 

②薬剤感受性は全国調査と比較すると，いずれの薬

剤でも MIC が高値を示した．また，過去の県内調査と

の比較では，いずれの薬剤でも MIC 上昇がみられ，

特にチアムリン，バルネムリンで耐性化が顕著であっ

た（図 8，図 9）． 

③PFGE では，同一農場および疫学関連農場間で類

似又は同一パターンを示した．MLSTでは，新しいST

型と ST129 型の 2 グループに分類された．tvaA 遺伝

子はいずれの株でも保有が確認された（図 10）． 

④直接塗抹法では，夾雑菌の発育が旺盛で純培養

が困難であるのに対し，スライス法では，夾雑菌は主

に塗抹面で発育し，Bh は切れ込みに沿って発育す

るため，Bh のみ発育している部分を選択し，継代を

繰り返すことにより純培養が容易になった．分離率を

比較すると，直接塗抹法単独の 29.6%と比較して，ス

ライス法を用いた場合，55.5%と大きく分離率が向上し

た（図 11）． 

 



 

図 7 浸潤状況調査：結果 

 

 

図 8 薬剤感受性試験：結果 

 

 

図 9 薬剤感受性試験：結果 

 

 

図 10 分離株の解析：結果 

 

 

図 11 分離方法の検討：結果 

 

【まとめ】 

Bh 農場陽性率（47%）は全国調査（20%）と比較して

高値であった．薬剤感受性調査から，全国・過去の

県内調査と比較して，MIC は高値であったため，今

後，特に Bh 陽性農場を中心に薬剤感受性状況を注

視し，抗菌剤の慎重使用に努める必要があると考え

られる．また，分離株の解析から Bh の農場間伝搬が

示唆された．豚赤痢は従来，保菌豚の導入により伝

搬するとされていたが，近年，輸送車両や野生動物，

衛生害虫を介して伝搬することが報告されているため，

これらを含めた侵入防止対策を実施する必要がある．

また，豚赤痢の発症には，輸送，群編成，飼料変更，

天候が関与しており，特に沖縄では湿度・気温の上

昇する梅雨の時期から流行する傾向がある．これらの

ストレス軽減による発症防止対策は農場内・農場間

伝搬を防止する上で重要と考えられる．Bh の運動性

を利用したスライス法は，Bh の分離に適していること

がわかった． 
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